(別添様式１- １)
平24年度当初予算　　　款：衛生費　項：公衆衛生費　目：調査指導費
	事業名:レジオネラ属菌対策強化事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

健康福祉部　生活衛生課　衛生指導担当　電話番号：058-272-1111（内2566）

E-mail：c11222@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,376千円（前年度予算額：2,003千円）

	事業内容


	１　事業の内容


①事業目的・事業効果
入浴施設の汚染状況を把握し、施設の衛生指導に役立てる。また、レジオネラ症患者が利用した施設に立入し、衛生措置の状況を確認するとともに浴槽水の水質検査を実施することにより、原因の特定と再発防止を図る。
②事業内容
１ レジオネラ属菌対策事業費
レジオネラ実態調査に係る検査用品等
浴槽水の水質基準の確認検査
２ レジオネラ症患者発生時調査事業費（平成22年度11検体47株）
レジオネラ症患者発生時の検査備品等の充実(470→470)

	２　所要経費


1,376千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


・レジオネラ属菌実態調査（平成10年度から毎年）
旅館、公衆浴場の浴槽水等１００検体を保健所が採取し、レジオネラ属菌及び水質検査を実施
・入浴施設の監視指導（平成12年度から毎年）　
　　立入検査において衛生管理状況や自主検査内容等を確認し、必要に応じて指導
	３　これまでの取組に対する評価


国内有数の温泉地を有する本県の特性から、「入浴施設におけるレジオネラ症患者発生」を未然に防ぐ「衛生確保」対策の一層の強化が求められている。入浴施設の立入指導を定期に実施するとともに、レジオネラ症患者が利用した入浴施設に対し、衛生管理状況の確認が必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区分
	事業費
	財源内訳

	
	
	国庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄付金
	その他
	県債
	一般
財源

	前年度
予算額
	2,003
	
	
	466
	
	
	
	
	1,537

	要求額
	1,376
	
	
	95
	
	
	
	
	1,281

	決定額
	1,376
	
	
	95
	
	
	
	
	1,281


